
         

         

十文字西地区交流センター

センター長 近 孝 夫

地域の皆様お元気ですか。

今年も残すところ２ケ月になりました。

この間、日本列島は様々な自然災害に見舞われました。

特に石川県を中心にした能登半島では１月元旦の「能登

半島地震」、そして９月には「大雨」による「人災」を

含む「インフラの破壊」、今もなお大変な状況が続いて

います。願わくは、社会インフラと呼ばれている「道路、鉄道、港湾等」の一日も早い復興

を祈るばかりです。

10月27日実施した「西地区交流センターまつり」は、国政選挙と重なりましたが、運営

協議会委員のリーダーシップの下、皆様の御協力を得て大過なく実施出来たことに感謝して

おります。また、健康の駅が三重地区交流センターに異動しましたので、センター内が大分

静かになり、少し寂しいくらいです。地域の皆様の御利用をお待ちしております。

結びに、１０月に３地区交流センター全てが「センター祭」を実施した事により、十文字

の全ての公民館が「地区交流センター」に変化し、地区交流センターの役割も少しは認知さ

れたのではないかと思います。今後は、各センターにおいて地域の特性を活かし「住民から

の要望」を運営協議会委員とセンター事務局が連携し実践していくことが重要で不可決にな

ります。今後とも宜しくお願いします。

～ 偉人の言葉に学ぼう 「心に響く論語」より ～

１１月の花しるべ（インターネット参考）

「霜月・しもつき」冬が訪れ霜が立つ「霜降月」

次に命を繋ぐため草木が土に還る季節であり、しっかり充電する

時期であります。

※秋の代表的な秋桜（コスモス）の花言葉

「調和」「謙虚」「乙女の真心」です。特に「乙女の真心」との

ことです。

※家紋になった花

豊臣秀吉の「五三桐」 明智光秀の「桔梗紋」など、家紋には花

を図案化したものが多くみられる。
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「子曰く、奢（おご）れば即ち不遜（ふそん）、倹なれば

すなわち固なり。其の不遜ならんよりは寧（むしろ）固なれ。」

※ 贅沢は傲慢に通じ、倹約は頑固に通ずる。傲慢であるよりは、

頑固のほうがまだましであろうね。 『ちっぽけな主観を去って』
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報 告 十文字西地区交流センター運営協議会 活動報告

※ 皆様の御参加お待ちしております

■11月17日(日) 安心安全教室(9時開場)

第1部 講話「防犯と特殊詐欺」

「交通安全」

第2部 県警音楽隊による演奏

■12月1日(日)

自治会対抗スマイルボウリング大会

■令和7年2月8日(土)

どんど焼き
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催
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10/17 役員会 開催10/16 健康福祉班会議 開催

秋晴れの中、たくさんの方に足をお運びいただきました

10/27 第5回十文字西地区交流センターまつり 開催

地域の小・中学生有志が運営に

参加、盛り立ててくれました


